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東医大誌　53（1）：123～128，1995
第134回　東京医科大学医学会総会
日　時：平成6年10月15日（土）午後1時より
会場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室：法医学教室，形成外科学教室
特別講演：1．血友病Aの診断・治療の進歩と遺伝子技術
　　　　　　　臨床病理学　福武勝幸教授（53（1）＝3～9）
　　　　　2．総合内科の臨床と研究
　　　　　　　内科学第五松岡　健教授（53（1）：10～20）
シンポジウム：同種臓器移植の現状と展望（PART　II）
　　　　　　　一現在東京医科大学でどこまで行われているか一
　　　　　　　司会　遠藤任彦，渡辺克益教授
シンポジウム
1．臓器移植について一生命倫理の観点から
　　　（哲学教室）　　　　　津村裕三
　臓器移植は拒絶反応との戦いである，とはよく謂
われる言葉である．それは移植医学と免疫学という
二つの学問がとりわけ今世紀’60年代以降，相携え
て大きな発展を遂げてきたことを裏から物語るもの
といえる．免疫現象は十九世紀的な感染症や予防と
いった観点を脱して，いまや個体としての生命維持
の根幹に関わるものとして把えられるに至った．一
方移植医療も’90年代に入り，薬物による免疫抑制
の段階をこえて，種々の免疫学的手法によりドナー
特異的なトレランスを獲得する試みが追求され，そ
れは異種移植の可能性を索めて遺伝子レベルの実験
にまで及んでいる．生殖医学の発展とも揆を一にす
るこのような移植医学の歩みは，われわれを再び生
命の意味への問いに立戻らせずにはおかない．
　生命の本質を自己増殖や種の保存や進化等々の裡
に見ることも可能であるが，ここではそれらの前提
として〈個体性〉一物質代謝やエネルギー代謝を通
じておのれを維持するところの開放系という意味で
　　に着目しよう．更にここでtransplantationと
いう植物学のアナロジーを排し，〈移植〉を生命片の
replacementと規定し直してみるなら，先の生命観
から導かれるのは①ドナー個体にとってすべての臓
器は等価であること（中枢神経系に特権性を与えぬ
かぎり．そしてそのことと人間生命の特質を精神・
意識作用に見ることとは直ちに同一ではない．〔心身
問題〕）②replacementの許容尺度は，第一義的には
ドナー側のくvitalness＞（生命維持に不可欠か否か）
であって，レシピエント側の〈viability＞（生着可能
性）ではないこと，である．そして「脳死」概念は，
このvital＝irreplaceable（かけがえのない）の尺度
をviable＝emplaceableの尺度へと転換させるキ
イであることが，これによって明らかとなろう．む
しろ脳死移植を根拠づけるものはvitalという生命
　　　　　ヘ　　　へ価値尺度を超越するところの，〈offerable＞〔捨身と
しての尊厳死〕という最高度に倫理的な尺度でなけ
ればならぬ．その意味で筆者は脳死＝個体死の前提
なしに移植の許容性を追求した，生命倫理研究会グ
ループの「臓器の摘出に関する法律試案」（’91）を評
価したい．〔offerableというドナー側の倫理尺度に
対応するレシピエント側のそれはくinvaluable＞（か
けがえのなさ）であろう．それは臓器のevaluation
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　へを本質的に禁じ，人はおのが身体を決して所有する
ものではないことを告げる．〕
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